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日清製粉グループ 連結決算、次期連結業績予想 

 
当期は売上高４, ９５９億３０百万円、経常利益２５５億７９百万円。 
 

［平成２６年３月期連結決算］ 

㈱日清製粉グループ本社（社長：大枝 宏之）の平成２６年３月期につきましては、トップライ

ン（売上高）の拡大と海外事業の拡大を最優先戦略とする中期経営計画「ＮＮＩ－１２０、スピー

ドと成長、拡大」の取組みを加速し、各事業におきまして積極的な販売促進施策を推進しました。

海外展開におきましても、Ｍ＆Ａにより取得した子会社の連結効果や生産能力増強に加え、グルー

プ各社で積極的な出荷拡大施策を進めたことにより、海外売上高比率は１０％を超え、海外事業は

順調に拡大しております。また、パスタの生産体制を一層強化し、更なる事業拡大を実現するた

め、トルコに合弁会社を設立し、平成２７年４月稼働予定でパスタ工場を建設することを決定しま

した。併せて、マ・マーマカロニ㈱神戸工場に、平成２７年５月稼働予定で冷凍食品新工場を建設

することを決定しました。また、製粉事業においては、コスト競争力強化策として建設を進めてい

た福岡新工場が本年２月に予定どおり稼働し、平成２７年５月稼働予定の知多工場（愛知県知多

市）の新ライン増設工事も順調に進捗しております。なお、輸入小麦の政府売渡価格が、昨年４月

に５銘柄平均で９．７％、１０月に同４．１％それぞれ引き上げられたことを受けて、製品価格の

改定を実施しました。 

これらの結果、売上高は製粉事業及び食品事業の出荷増や海外事業の拡大等により４，９５９ 

億３０百万円（前期比１０８．９％）となりました。利益面では、出荷増及び全社的なコスト削減

の取組みに加え、製粉事業におきましてふすま価格が堅調に推移したことにより、営業利益は

２２２億７４百万円（前期比１０２．５％）、経常利益は２５５億７９百万円（前期比 

１０３．４％）、当期純利益は１５０億９８百万円（前期比１１０．３％）となり、当期の連結業

績は増収増益となりました。 

なお、当社は、平成２５年１０月１日付で普通株式１株につき１．１株の割合をもって株式分割

を行っております。当期の年間配当におきましては、実質増配とするため、株式分割に伴う１株当

たりの配当金の調整は行わず、前期に引き続き１株当たり２０円とさせていただく予定です。 

また、米国のミラー・ミリング・カンパニー LLCは、本年４月に新たに米国内の製粉４工場を買

収することを決定しました。これにより、同社の工場数は６工場となり、生産能力は全米で第４位

となります。 

［平成２７年３月期通期連結業績予想］ 

我が国の経済は、円安・株高を背景とした企業業績の回復や個人消費の持ち直しなど、緩やかな

景気回復の動きがみられます。一方、当社を取り巻く環境は、本年４月に実施された消費税率引上

げによる個人消費への影響、円安による輸入原材料価格や電力コストの高止まり、消費者の低価格

志向の継続等、引き続き厳しいことが予想されます。このような環境下におきましても、当社は国

民の主要食糧である小麦粉等の安定供給を確保し、安全・安心な製品を供給するという使命を果た

してまいります。 

また、３年目となる中期経営計画「ＮＮＩ－１２０、スピードと成長、拡大」につきましては、

引き続きトップライン（売上高）の拡大と海外事業の拡大を最優先戦略として、各事業において戦

略施策を実行してまいります。 

以上により、平成２７年３月期の連結業績見通しにつきましては、売上高は５，４００億円（前

期比１０８．９％）、営業利益は２２５億円（前期比１０１．０％）、経常利益は２５８億円（前

期比１００．９％）、当期純利益は１６５億円（前期比１０９．３％）としております。 
 

以 上 


